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「健康」「暮らし」「経済」を守り、安心を届けます！
「新型コロナウイルス」の感染拡大が続いています。生命を守ることが最優先
事項です。同時に飲食店・各事業所等。社会経済活動も犠牲にしてはなりません。
みんなで支え合って希望の時代を開いていきたいと思います。

おれんじ通信 第30号

コロナ関連トピックス

「藤沢市医療・福祉応援寄付金」に
ご協力ください。

9月30日(水)まで。
寄付の方法は、
①ふるさと納税サイト
「さとふる」
②金融機関
③市役所窓口にて
の3つです。

「さとふる」での寄付の
↓詳細はこちら↓

藤沢市
LINE公式アカウント
↓詳細はこちら↓

医療とともに「介護の崩壊」を防ぎ、従事者の方々へ支援を。

他の国の新型コロナウイルス感染症による死亡者は、約半数が長期
滞在型の施設で暮らす「高齢者」や「障がい者」だったとのこと。
市内の介護・福祉従事者の方々も医療現場同様の感染リスクと緊張

感を抱えながら奮闘されています。通所・入所・訪問・グループホーム
等それぞれの「感染防止ガイドライン」の策定において、現場の視点・
従事者の意見を充分に汲み取り、反映させていくよう要望しました。
また、もしも感染者や

クラスターが発生した場合、
市内の介護職員の応援体制
の仕組みづくりなど介護

※気温・湿度の高い時は熱中症を防ぐ
ため、マスクをはずしましょう。

社会経済活動の両立へ、国・県・市すべての
支援策のフル活用を！

観光・飲食・小売業など、収入激減の深刻な
損害を受けている方々への支援がわかりにくい
です。困難を抱えている方が存分に活用できる
よう、以下の提案をしました。

◎支援策が一目でわかるようなわかりやすい
広報・宣伝を。
⇒「広報ふじさわ」支援策紹介ページ、
「ホームページ」の改善、「藤沢市公式
LINE」の開設が実現しました！

◎コロナ対策に特化した相談窓口の設置。
⇒事業者向け(藤沢商工会議所で既に実施中)、
一般個人支援向け(現在検討中)

職員がが安心して働ける環境整備を要望。
さらには、藤沢市においても

「医療従事者応援寄附金」に
「介護・福祉」も加えるよう
提案し、実現しました。

「新しい生活様式」の浸透で
感染拡大の防止を。

さらに、感染段階に応じた「保健・医療・
検査」等の対策の充実を。そして飲食店等
の経済活動の面では、これまでの延長
ではなく、新たなビジネスモデルの
開発が必要です。行政も民間事業者
も総合力を発揮出来るよう、提案を
重ねてまいります。

「藤沢市公式LINE」が開設。目的の
情報に早くたどり着き、とても便利
です。



【重要】新型コロナ感染症に伴う支援策[更新版8/15現在]
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